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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 31日 (2007.5.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 円 環 状 の 加 工 面 を 有 し 、 こ の 加 工 面 の 円 周 方 向 一 部 分 を 、 被 加 工 物 を 構 成 す る 円 環 状 の
被 加 工 部 の 円 周 方 向 一 部 分 に 押 し 付 け た 状 態 で 上 記 加 工 面 の 中 心 軸 を 揺 動 変 位 さ せ 、 こ の
被 加 工 部 に 対 す る こ の 加 工 面 の 押 し 付 け 位 置 を 円 周 方 向 に 移 動 さ せ る 事 に よ り 、 こ の 被 加
工 部 の 塑 性 加 工 を 部 分 的 に 且 つ 円 周 方 向 に 亙 り 連 続 的 に 進 行 さ せ る 押 型 に 於 い て 、 上 記 加
工 面 の 硬 度 を Ｈ Ｒ Ｃ ６ ０ 以 上 と し 、 且 つ 、 こ の 加 工 面 に 鏡 面 仕 上 げ 加 工 を 施 し た 事 を 特 徴
と す る 押 型 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

工 具 鋼 製 で 、 加 工 面 に 切 削 加 工 若 し く は 研 削 加 工 に 加 え て ラ ッ プ 仕 上 げ を 施 し て 、 こ の
加 工 面 の 硬 度 を Ｈ Ｒ Ｃ ６ ０ ～ ８ ０ と し た 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 押 型 。

軸 部 材 の 一 端 部 外 周 面 に 設 け た 小 径 段 部 に 内 輪 を 外 嵌 し 、 こ の 軸 部 材 の 一 端 部 で あ る 円
筒 状 部 の 先 端 寄 り 部 分 の う ち 、 被 加 工 部 で あ る こ の 内 輪 の 一 端 面 か ら 突 出 し た 部 分 を 、 請
求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 し た 押 型 に よ り 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ て か し め 部 と し 、 こ
の か し め 部 に よ り 上 記 内 輪 の 一 端 面 を 抑 え 付 け 、 こ の 内 輪 を 上 記 軸 部 材 に 結 合 固 定 す る 、
押 型 を 使 用 し た 車 輪 支 持 用 ハ ブ ユ ニ ッ ト の 製 造 方 法 。



【 発 明 の 名 称 】 押 型 と こ の 押 型 を 使 用 し た 車 輪 支 持 用 ハ ブ ユ ニ ッ ト の 製 造 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 、 例 え ば 、 車 輪 支 持 用 ハ ブ ユ ニ ッ ト を 構 成 す る ハ ブ 本 体 等 の 軸 部 材 の 端 部 に
外 嵌 し た 内 輪 を こ の 軸 部 材 に 結 合 固 定 す る 為 、 こ の 軸 部 材 の 端 部 に か し め 部 を 形 成 す る の
に 使 用 す る
。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 ハ ブ 本 体 ６ の 内 端 部 に か し め 部 １ １ を 形 成 す る 際 に は 、 こ の 内 端 部 に 設 け た 円 筒 状
部 １ ３ の 円 周 方 向 一 部 分 に 、 上 記 押 型 １ ７ の 加 工 面 ２ ２ の 円 周 方 向 一 部 分 を 押 し 付 け る 。
図 示 の 例 で は 、 こ の 押 し 付 け 力 を 、 上 記 ホ ル ダ １ ５ を 介 し て 上 記 ハ ブ ２ を 上 方 に 押 圧 す る
事 に よ り 発 生 さ せ て い る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で 、 上 記 押 型 １ ７ を 揺 動 さ せ る 事 に よ り 、 上
記 円 筒 状 部 １ ３ に 対 す る 上 記 加 工 面 ２ ２ の 押 し 付 け 位 置 を 円 周 方 向 に 移 動 さ せ る 。 こ れ に
よ り 、 上 記 円 筒 状 部 １ ３ に 上 記 加 工 面 ２ ２ を 押 し 付 け て こ の １ ３ を 径 方 向 外 方 に
塑 性 変 形 さ せ る 作 業 を 、 部 分 的 に 且 つ 円 周 方 向 に 亙 り 連 続 的 に 進 行 さ せ て 、 上 記 か し め 部
１ １ を 形 成 す る 。 こ の 様 に し て か し め 部 １ １ を 形 成 す る 場 合 に は 、 一 般 的 な 鍛 造 加 工 の 様
に 、 上 記 円 筒 状 部 １ ３ を 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ る 作 業 を 全 周 に 亙 り 同 時 に 行 な う 事 に
よ り か し め 部 １ １ を 形 成 す る 場 合 に 比 べ て 、 小 さ な 加 工 荷 重 で こ の か し め 部 １ １ を 形 成 す
る 事 が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 押 型 は 、 上 述 し た 様
な 事 情 に 鑑 み 、 加 工 面 の 硬 度 及 び 仕 上 げ を 適 切 に 管 理 す る 事 に よ り 、 こ の 加 工 面 の 寿 命 を
安 定 し て 長 く で き る 様 に す べ く 発 明 し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 押 型

は 、 円 環 状 の 加 工 面 を 有 す る 。 そ し て 、 こ の 加 工 面 の 円 周 方 向 一 部 分 を
、 被 加 工 物 を 構 成 す る 円 環 状 の 被 加 工 部 の 円 周 方 向 一 部 分 に 押 し 付 け た 状 態 で 、 上 記 加 工
面 の 中 心 軸 を 揺 動 変 位 さ せ 、 こ の 被 加 工 部 に 対 す る こ の 加 工 面 の 押 し 付 け 位 置 を 円 周 方 向
に 移 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 こ の 被 加 工 部 の 塑 性 加 工 を 部 分 的 に 且 つ 円 周 方 向 に 亙 り 連 続
的 に 進 行 さ せ る 。
　 特 に 、 本 発 明 の 押 型 に 於 い て は 、 上 記 加 工 面 の 硬 度 を Ｈ Ｒ Ｃ ６ ０ 以 上 と し 、 且 つ 、 こ の
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押 型 、 及 び 、 こ の 押 型 を 使 用 し た 車 輪 支 持 用 ハ ブ ユ ニ ッ ト の 製 造 方 法 に 関 す る

円 筒 状 部

と こ の 押 型 を 使 用 し た 車 輪 支 持 用 ハ ブ ユ ニ ッ ト の 製 造 方 法

と こ の 押 型 を 使 用 し た 車 輪 支 持 用 ハ ブ ユ ニ ッ ト の 製 造 方 法 の う ち 、 請 求 項
１ に 記 載 し た 押 型



加 工 面 に 鏡 面 仕 上 げ 加 工 ｛ 仕 上 げ 後 の 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ２ μ ｍ 以 下 又 は Ｒ ｙ （ 最 高 高 さ
表 記 で ） ０ ． ８ μ ｍ 以 下 と な り 、 且 つ 、 肉 眼 で は 明 ら か な 加 工 目 が 見 え な い 様 に で き る 加
工 。 例 え ば 、 ラ ッ プ 加 工 、 テ ー プ に 砥 粒 を 貼 り 付 け て 磨 く 加 工 、 砥 石 で 磨 く 加 工 、 超 仕 上
げ 加 工 （ バ ニ ッ シ ュ 仕 上 げ 、 ハ ー ド タ ー ニ ン グ 仕 上 げ ） 等 の 遊 離 砥 粒 加 工 の 他 、 電 解 研 磨
加 工 を 含 む 。 ｝ を 施 し て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 押 型 は 、 に 記 載 し た 様 に 、 （ 例 え ば 、 前 述 の 図 １ ～ ２ に 示 し た 様 な ）
車 輪 支 持 用 ハ ブ ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 軸 部 材 の 端 部 に 設 け た 、 こ の 軸 部 材 に 対 し て 内 輪 を 結
合 固 定 す る 為 の か し め 部 を 形 成 す る 為 に 使 用 す る 事 が で き る 。
　

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 又 、 本 発 明 を 実 施 す る 場 合 で 、 押 型 の 材 料 が 鋼 で あ る 場 合 に 好 ま し く は 、

加 工 面 の 硬 度 の 上 限 値 を 、 Ｈ Ｒ Ｃ ８ ０ と す る 。

こ の 理 由 は 、 こ の 加 工 面 の 高 度 を 高 め る 為 の 処 理
コ ス ト を 抑 え ら れ る 様 に す る 為 で あ る 。
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請 求 項 ３

即 ち 、 先 ず 、 上 記 軸 部 材 の 一 端 部 外 周 面 に 設 け た 小 径 段 部 に 内 輪 を 外 嵌 す る 。 次 い で 、
こ の 軸 部 材 の 一 端 部 で あ る 円 筒 状 部 の 先 端 寄 り 部 分 の う ち 、 被 加 工 部 で あ る こ の 内 輪 の 一
端 面 か ら 突 出 し た 部 分 を 、 上 述 の 押 型 に よ り 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ て か し め 部 と す る
。 そ し て 、 こ の か し め 部 に よ り 上 記 内 輪 の 一 端 面 を 抑 え 付 け 、 こ の 内 輪 を 上 記 軸 部 材 に 結
合 固 定 す る 。

請 求 項 ２ に 記
載 し た 様 に 、 例 え ば 、 押 型 を 工 具 鋼 製 と し
、 こ の 押 型 の 加 工 面 に 切 削 加 工 若 し く は 研 削 加 工 に 加 え て ラ ッ プ 仕 上 げ を 施 し て 、 こ の 加
工 面 の 硬 度 を Ｈ Ｒ Ｃ ６ ０ ～ ８ ０ と す る 。
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